
第121回　筑波銀行支店長の
「わがまち」紹介

災意識改革を進めます。
2023年4月1日には、町民が主役となる協働

のまちづくりを推進するための「利根町みんなの
まち基本条例」を制定し、従来の取り組みの見直
しも行っていきます。また、まちづくりや地域の
活性化に興味や関心のある人たちが主体的に活動
している「とねまち未来ラボ」では、まちの魅力
やおすすめスポットが掲載された「…とねっ？…
とねっ！め～ぐるmap」を作成し、とても好評を
得ています。

これまで積み上げてきた取り組みや成果を確実
なものとしながら、時代に即した新たな施策も取
り入れ、住民と行政とが協力して魅力ある町を創
り上げ、まちづくりの将来像である「ともに創ろ
う みんなが住みたくなるまち とね」の実現に向
け各種施策に取り組みます。

防災事業 

「災害に強く人にやさしいまち」実現のために、
株式会社危機管理教育研究所代表の国崎伸江氏を
防災アドバイザーとして招き、本町職員に防災意
識度調査を実施して防災意識の現状を把握し、役

筑波銀行は地域金融機関として、地域の皆さまとのつながりを深めるべく取り組んでいます。
「支店長のわがまち紹介」は、筑波銀行の支店長が所在エリアの市町村をご紹介させていただくコーナーです。

今回は茨城県北相馬郡利根町です。筑波銀行龍ケ崎支店長 菊池 聡が利根町長 佐々木 喜章氏にお話を伺いました。

利根町

筑波銀行龍ケ崎支店長
菊池  聡

利根町教育委員会  教育長
海老澤  勤  氏

町民一丸となって住みたくなるまちを創る

町政運営の5つの柱 

私は、「まちづくり」の基本姿勢として、「災害
に強く人にやさしいまち」、「健康で元気あふれる
まち」、「子育てと教育のまち」、「活力あるみんな
が集まるまち」、「町民が主役のまち」の5つの柱
を掲げています。

これまで、牛久市との大規模水害時における広
域避難に関する覚書の締結による災害時の避難先
の拡充、中学生を対象とした英語検定料の助成、
利根町ふれ愛タクシーの運行エリアをJA取手総合
医療センターまで拡大、子育て世代の住宅取得支
援などの施策を展開してきました。

今年度は、4月から一小一中体制となった学校
教育を強みとしてとらえ、本町ならではの学校づ
くりを推進するためにコミュニティ・スクール立
ち上げの準備を進めます。統合後の学校跡地の利
活用は、住民説明会とパブリックコメントを経て、
旧文

ふみ

小学校は主に町内外から人が集まる複合施設
として、旧文

も ん ま

間小学校は主に総合教育センターと
して利活用する方針が決定し、2025年度から新
たな施設として利用できるよう整備を進めていま
す。また、防災アドバイザーを活用した職員の防

利根町長
佐々木  喜章  氏
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職別に研修を実施する計画です。研修では、災害
対応における各課の役割など地域防災計画に基づ
く踏み込んだ内容を盛り込み、防災意識向上を図
ります。
本町では、幸いにも東日本大震災以降、大きな
被害はありません。しかし、利根川と小貝川に面
していることから水害の可能性も含め大規模災害
はいつ発生してもおかしくないと考えられます。
また、災害時は全職員が参集できるとは限りませ
ん。そのため、いざという時に備えて各部署が災
害対応について考え、各職員が自らの役割をあら
かじめ把握しておき、災害時には各職員が自発的
に行動できるような災害対応力の向上を図りま
す。11月には、水害に関する防災訓練を防災ア
ドバイザーとともに実施し、助言を得ることを予
定しています。

まちなか・商店街活性化事業 

現在、町内に増加している空き店舗の利活用と、
地域や商店街に人の流れを創り活性化を図ること
を目的に「まちなか・商店街活性化事業」を進め
ています。この事業は総務省の地域力創造アドバ
イザー招へい制度を活用し、「まちとひと感動の
デザイン研究所」代表の藤田とし子氏とアドバイ
ザー契約を結び、指導を受けながら進めています。
ここから、「とねまち起業塾」や「とねまち未来
ラボ」、「め～ぐるmap」、「チャレンジショップ」
などの取り組みが生まれました。

とねまち０→１BASE
本町では、長年にわたって地域商業を支えてき

た個人商店が大型スーパーの出店や商店主の高齢
化などを理由に閉店・廃業し、そのまま放置され
た「空き店舗」が年々増加しています。これらを
利活用し、また新たな地域商業の担い手となる起
業家を呼び込むため、創業支援の拠点となる、イ
ンキュベーション施設「とねまち０→１BASE（ゼ
ロワンベース）」を整備しました。
ゼロワンベースの1階はチャレンジショップ
で、本町での起業・創業を目指す方へ一定期間安
価で貸し出し、「お試し出店」してもらっています。
6月1日に、チャレンジショップ第2号店舗と
なる「ママとこcafe」がオープンし、町内外から
小さな子ども連れのお客様が多数来店していま
す。ママとこカフェのオーナーは2人の子どもを
育てる母親で、子育てをする中で「子ども連れで
も安心して食事ができる場所が必要」と感じてい

たところ、このチャレンジショップのことを知り、
子育て世代をターゲットにしたカフェの出店を決
意しました。今後、本町では、出店後の課題や悩
みを専門家に相談できる機会を設けるなど伴走支
援を行い、さらに、チャレンジショップ卒業後に
町内で本格的に開業する際は、空き店舗バンク制
度や開業時の費用や家賃を一部補助する補助金制
度などによって包括的に支援していきます。

とねまち起業塾
2021年度より、起業・創業の専門家を講師に

迎えて1プログラム全6回の「とねまち起業塾」
を開催しています。2021年度に第1期生6名、
2022年度に第2期生6名の計12名が卒業しまし
た。今年1月には、第1期の卒業生が町内の空き
店舗を利用してシュウマイのテイクアウト店を開
業しました。

とねまち未来ラボ
「とねまち未来ラボ」は、藤田氏から「単に空
き店舗を埋めるだけではなく、本町が若者や起業
家にとって『訪れたい町』、『お店を出したいと思
える町』になる仕掛けが必要」とアドバイスを受
け、若者会議として発足したグループです。「と
もに考え、ともに学び、ともに活動する」をテー
マに、定期的に集まり、本町の「強みや弱み」、「10
年後、20年後、どうなっていたいか」などを話
し合っています。メンバーは町内在住在勤または
本町に関心を持つ人たちで、職業は多岐にわたり、
年齢は20代から40代が中心です。この活動には、
とねまち起業塾の卒業生も参加しています。
「…とねっ？…とねっ！め～ぐるmap」は、本町
の情報発信力の弱さを感じた未来ラボのメンバー
が企画・作成した、本町の魅力を広く発信するマッ
プです。今年５月に完成披露記者会見も実施し、
茨城新聞、読売新聞、毎日新聞、J:COM、NHKな
ど各メディアで取り上げられ、町外からも多数の
問い合わせがありました。今後の未来ラボの活動
としては、め～ぐるmapを活用したまち歩きツアー
や一箱古本市、写真展などを計画しています。
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大昔は島だった？大昔は島だった？
戸田井橋の小文間側から見る、羽根野台・戸田井橋の小文間側から見る、羽根野台・

早尾台の台地。早尾台の台地。

ここだけぽっこり浮いているように見えるここだけぽっこり浮いているように見える

けどけど……

あなたにはどう見える？あなたにはどう見える？

とっておきのとっておきの
散歩コース散歩コース

立木円明寺の北側の山の中には、文立木円明寺の北側の山の中には、文

間城（岩井城）。戦国時代の土塁の間城（岩井城）。戦国時代の土塁の

城で、今はボランティアの方々が、城で、今はボランティアの方々が、

清掃しながら守ってくれています。清掃しながら守ってくれています。

会えたらラッキー！会えたらラッキー！
野生動物王国？！野生動物王国？！

年中通して、色々な鳥や動物

がいる。がいる。

私は、白鳥、ホトトギス、カッ私は、白鳥、ホトトギス、カッ

コウ、キジ、ウグイス、トコウ、キジ、ウグイス、ト

ンビ、うさぎを見た！ンビ、うさぎを見た！

【利根緑地運動公園】【利根緑地運動公園】

2 つも見えて2つも見えて
お得感♡お得感♡

利根川の土手に、実は、富士山とスカ利根川の土手に、実は、富士山とスカ

イツリーが両方見えるポイントが。写イツリーが両方見えるポイントが。写

真映えも 2倍！真映えも 2倍！

栄橋から望む栄橋から望む
利根川に空が映る景色利根川に空が映る景色

利根川という大きな鏡に映った空利根川という大きな鏡に映った空

は、日によっていろんな表情を見せは、日によっていろんな表情を見せ

てくれます。てくれます。

夕焼けは、なんとも幻想的！夕焼けは、なんとも幻想的！

まるで、まるで、
桜の中の私…桜の中の私…

全長 850 ｍ、180 本の桜が咲き誇る全長 850 ｍ、180 本の桜が咲き誇る

利根町随一の名所！利根町随一の名所！

桜の枝の間から差し込む光がなん桜の枝の間から差し込む光がなん

ともファンタジーな空間を演出。ともファンタジーな空間を演出。

カップルで手を繋いで歩くと幸せカップルで手を繋いで歩くと幸せ

になれる（かも？）になれる（かも？）

【利根川桜づつみ】

　　　　あの、サビ具合が
　　　　たまらない

何年もの間放置されている、牛乳トラッ何年もの間放置されている、牛乳トラッ

クの荷台。クの荷台。

誰がここに置いたのか、なんのために誰がここに置いたのか、なんのために

置いたのか…そんなこと

を考えると、眠れなくを考えると、眠れなく

なる。なる。

　　　　あの、サビ具合が　　　　あの、サビ具合が　　　　あの、サビ具合が
　　　　たまらない　　　　たまらない　　　　たまらない

サイクリングにもサイクリングにも
うってつけ！うってつけ！

利根川沿いからひょいと入った農利根川沿いからひょいと入った農

道。新利根川沿いに植えられた花や道。新利根川沿いに植えられた花や

木立ちの雰囲気が素敵！夕焼けの時木立ちの雰囲気が素敵！夕焼けの時

間帯に走れば、ロマンチックがとま間帯に走れば、ロマンチックがとま

らない♡らない♡

三途の川沿い祭？！三途の川沿い祭？！
利根川沿いの彼岸花の群生。利根川沿いの彼岸花の群生。

視界一面に広がるレッドカーペットに、視界一面に広がるレッドカーペットに、

ねねこ河童もうっとり♡ねねこ河童もうっとり♡

誰もが懐かしさを誰もが懐かしさを
感じる清流感じる清流

惣新田付近の、橋上から見る新利根川惣新田付近の、橋上から見る新利根川

の風景。川沿いに植えられた花や木立の風景。川沿いに植えられた花や木立

ちの雰囲気がステキ！夕焼けの時間帯ちの雰囲気がステキ！夕焼けの時間帯

はより一層”beautiful”はより一層”beautiful”

これは希少！これは希少！
利根町独自品種の利根町独自品種の
古代ハス古代ハス

池一面に広がる古代ハスは圧巻！池一面に広がる古代ハスは圧巻！

木道を歩いてゆっくり鑑賞できるよ。木道を歩いてゆっくり鑑賞できるよ。

毎年夏が楽しみ！毎年夏が楽しみ！

（見頃：6月下旬～ 7月上旬）（見頃：6月下旬～ 7月上旬）

【親水公園】【親水公園】

利根町中谷 1628利根町中谷 1628

天気が良ければ天気が良ければ
いつでも見える！いつでも見える！

町内各所でいつでも冠雪の富士山が拝める町内各所でいつでも冠雪の富士山が拝める

なんて。贅沢じゃな～い？なんて。贅沢じゃな～い？

年に数回がチャンス！年に数回がチャンス！
ダイヤモンド富士ダイヤモンド富士

とっておきのフォトスポット、とっておきのフォトスポット、

教えちゃいます！教えちゃいます！

①羽根野台の墓の近く①羽根野台の墓の近く

②押付本田のテニスコート近くの土手②押付本田のテニスコート近くの土手

③大平野生植物園の頂上？③大平野生植物園の頂上？

④役場 5階の窓④役場 5階の窓

部活帰りの空部活帰りの空
利根中の帰り道。部活が終わって帰利根中の帰り道。部活が終わって帰

るときに見る空がめっちゃきれい！るときに見る空がめっちゃきれい！

最近は紫っぽい色！最近は紫っぽい色！

（令和 4年 11 月時点）（令和 4年 11 月時点）

田んぼに映る空が田んぼに映る空が
ステキ！ステキ！

利根町の半分は田んぼって知ってた？利根町の半分は田んぼって知ってた？

田植え直前・直後の田んぼは、一面鏡のよう。田植え直前・直後の田んぼは、一面鏡のよう。

天気が良くて雲がある日はシャッターチャ天気が良くて雲がある日はシャッターチャ

ンス！都会の人にもぜひ見て欲しいなぁ～。ンス！都会の人にもぜひ見て欲しいなぁ～。

都内では、都内では、
無理でしょ？無理でしょ？

きれいな芝生で、コロナ禍でも密にならきれいな芝生で、コロナ禍でも密になら

ずたくさん遊べました。ずたくさん遊べました。

お花見スポットとしてもおススメ。お花見スポットとしてもおススメ。

【風の公園】【風の公園】

バードウォッチングにバードウォッチングに
おすすめおすすめ

小貝川と利根川の合流あたりは、知る小貝川と利根川の合流あたりは、知る

人ぞ知るバードウォッチングの名所。人ぞ知るバードウォッチングの名所。

ここでしか見られない珍しい渡り鳥もここでしか見られない珍しい渡り鳥も

来るらしい。来るらしい。

利根町の利根町の
スカイツリー ?!

土手沿いを走っている時、土手沿いを走っている時、

栄橋を渡る時、町の高台にある栄橋を渡る時、町の高台にある

この給水塔が自然と目に入る。この給水塔が自然と目に入る。

おでかけ帰りにこれを見ると「あぁ、おでかけ帰りにこれを見ると「あぁ、

地元に帰ってきたなぁ」って安心する。地元に帰ってきたなぁ」って安心する。

（えっ俺だけ…？）（えっ俺だけ…？）

実は早尾台にあるのも知ってた？実は早尾台にあるのも知ってた？

若草大橋から見る若草大橋から見る
日の出日の出

特に元日、見事に上がる初日の出を拝みながら「今特に元日、見事に上がる初日の出を拝みながら「今

年もいいことありますように！」年もいいことありますように！」

※歩行者は通行無料※歩行者は通行無料

ととかく、「何もない！」といわれる、茨城県利根町。
とはいえ、住んでいる人だけが知っているオモウマい店や
ユニークな店主。Deep な史跡や惚れ惚れする絶景、ここで
しか体験できないコトや一度ハマるとクセになる魅惑の名店 ?!
など、知れば知るほど不思議な魅力に出会える町でもあります。
そ、こ、で…。

ねねっからの利根町 LOVE ♡な若手町衆が立ち上がり、2019 年、
「とねまち未来ラボ」を結成！

ままだまだ知られざる利根町の魅力を発掘・発信しようと 2022 年秋、
取材活動を開始しました。

ちちょうさ（調査）には町民の皆さんにもご協力いただき、11 月に
開催された地場産業フェスティバル会場では、180 を超える
「とっておき」の利根町情報が寄せられました。
それらと、ラボメンバーが独自で集めた情報をとりまとめ、
創り上げたのが「…とね？…とね！め～ぐるＭＡＰ」です。

め～ぐるMAP誕生秘話

急上昇ワード

セミのおしり

無双の暴れん坊　ねねこかっぱ

柳田國男　第二の故郷

とねまち未来ラボ＠ 2023

妖怪伝説！妖怪伝説！
信じるか信じないかはあなた次第信じるか信じないかはあなた次第
むかし、利根川に「ねねこ」という女かっぱが生息していた。むかし、利根川に「ねねこ」という女かっぱが生息していた。

ねねこは大利根の流域を転々としていたが、最後は利根町の加納（現・加納ねねこは大利根の流域を転々としていたが、最後は利根町の加納（現・加納

新田）に棲みついた。関八州の元締めでありながら、女だてらに無双の暴れ新田）に棲みついた。関八州の元締めでありながら、女だてらに無双の暴れ

ん坊の悪名をひびかせ、いけすの魚を盗んだり、厩の中につないだ馬を水にん坊の悪名をひびかせ、いけすの魚を盗んだり、厩の中につないだ馬を水に

引き込んだり、水浴びをしている子どもの尻の子を抜いたり、きゅうり畑を引き込んだり、水浴びをしている子どもの尻の子を抜いたり、きゅうり畑を

荒らすなど、たいへんな女かっぱで、九州の元締め・九千坊かっぱも太刀打荒らすなど、たいへんな女かっぱで、九州の元締め・九千坊かっぱも太刀打

ちできないほどの悪だった。ちできないほどの悪だった。

そんなねねこは、一度だけ失敗をした。そんなねねこは、一度だけ失敗をした。

ある日、侍が川原で飼い馬を遊ばせていた時のこと。ねねこはいつも通り、ある日、侍が川原で飼い馬を遊ばせていた時のこと。ねねこはいつも通り、

馬の尾に腕をからませ、水の中に引き込もうとしたが、異変に気付いた侍が馬の尾に腕をからませ、水の中に引き込もうとしたが、異変に気付いた侍が

ねねこの首筋をむんずと掴み、ねじ伏せてしまった。ねねこはついに、侘びねねこの首筋をむんずと掴み、ねじ伏せてしまった。ねねこはついに、侘び

を入れ、切り傷の妙薬の秘法を伝授して水中に逃げた。その後は悪事の足をを入れ、切り傷の妙薬の秘法を伝授して水中に逃げた。その後は悪事の足を

洗って、加納屋敷の祠におさまったという。洗って、加納屋敷の祠におさまったという。

（山田書院版『傳説と奇談第 14 集』より）（山田書院版『傳説と奇談第 14 集』より）

※諸説あり　※諸説あり　

鉄塔マニアが鉄塔マニアが
狂喜乱舞 ?!狂喜乱舞 ?!

送電鉄塔印旛線は、新京葉変電所送電鉄塔印旛線は、新京葉変電所

から新佐原変電所までを結ぶ、電から新佐原変電所までを結ぶ、電

圧 50 万ボルトの超高圧送電鉄塔。圧 50 万ボルトの超高圧送電鉄塔。

千葉ニュータウン近くの新京葉変千葉ニュータウン近くの新京葉変

電所から北上して、我孫子市から電所から北上して、我孫子市から

利根川を渡り、利根町を西から東利根川を渡り、利根町を西から東

へ横断している。へ横断している。

50 万ボルト級の超高圧送電鉄塔は、その大きさも鉄塔界では最50 万ボルト級の超高圧送電鉄塔は、その大きさも鉄塔界では最

大級。幾何学的な人工建造物と利根町の豊かな自然風景が、逆大級。幾何学的な人工建造物と利根町の豊かな自然風景が、逆

になんとも言えない雄大な雰囲気を作り上げている。になんとも言えない雄大な雰囲気を作り上げている。

撮影には初夏の「水田×鉄塔」や「夕暮れ×鉄塔」が GOOD ！撮影には初夏の「水田×鉄塔」や「夕暮れ×鉄塔」が GOOD ！

【東京電力パワーグリッド（株）送電鉄塔 印旛線】【東京電力パワーグリッド（株）送電鉄塔 印旛線】

※鉄塔撮影の際は個人の敷地には入らないよう、また、通行車※鉄塔撮影の際は個人の敷地には入らないよう、また、通行車

両等にご注意ください！両等にご注意ください！

ハッピーロードハッピーロード
利根川土手はウォーキングに

ぴったり！ぴったり！

季節によって違う景色を見る

ことができる。ことができる。

セミのおしりは○○○○○？！セミのおしりは○○○○○？！
昔、地元の先輩が言っていた。セミのおしりは食昔、地元の先輩が言っていた。セミのおしりは食

べられると。上手な人が食べると、セミは自分のべられると。上手な人が食べると、セミは自分の

おしりが食べられたことに気付かず飛んで行くらおしりが食べられたことに気付かず飛んで行くら

しい。アブラゼミよりもツクツクボウシの方が美しい。アブラゼミよりもツクツクボウシの方が美

味しいとか…味しいとか…

この夏、利根町からセミが消える？！良い子は真この夏、利根町からセミが消える？！良い子は真

似しないでね（笑）似しないでね（笑）

7月のヤマユリが

オススメ♡

車を下りて、ちょこっとね！
楽しくめ～ぐる小さな旅。

美味しいぐ～るめや
“ わくわく ” に遭遇するかも ?

もう、もう、
何もな

い !
何もな

い !

なんて
、

なんて
、言わ

せない
～っ

言わせ
ない～

っ

MAPのみどころ

わんわんパラダイス！わんわんパラダイス！
令和 4 年に上曽根運動公園の隣に新設令和 4 年に上曽根運動公園の隣に新設

された町営のドッグラン。された町営のドッグラン。

利根川と小貝川の合流地点を見ながら、利根川と小貝川の合流地点を見ながら、

わんちゃんもリフレッシュ！わんちゃんもリフレッシュ！

※このMAPは、2022年 11月 3日の利根町地場産業フェスティバルの会場にて、当未来ラボブースに寄せられた皆さんのアンケートをもとに作成しています。飲食店情報や掲載内容に変更がある場合がございますので予めご了承ください。
裏面にはグルメ情報も、い～っぱい！
隅々まで、よ～くチェックしないと・・・ねっ♪

利根町の、何がそんなにおもしろいのか…？
何にそんなにヌマるのか…？
知っている人はもちろんのこと、まだ知らないそこのアナタにも…、
もっとね！うんとね！きっとね…！
楽しんでいただけるといいな～ヾ (*´ ∀｀ *) ﾉ

飲食 景色 その他商店 富士歴史

凡例

きっと " とね活 "
したくなる !?

MAP 片手に
 気の向くままに…

あの「君の名は。」の
あの「君の名は。」の

鳥居のモチーフにもなったんだよ！

鳥居のモチーフにもなったんだよ！

オリジナルの

お守りや御朱印帳が

買えちゃう♡

実は、超有名な映画やドラマの
実は、超有名な映画やドラマの

ロケ地としても使われている…らしい
ロケ地としても使われている…らしい

…とねっ？…とねっ！め～ぐるmap
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ママとこcafe

利根町では、地域商業の担い手となる若い起業家の発掘と育成を目的に、さまざまな創業支援を推進しています。
その中から、利根町が運営するインキュベーション施設「とねまち０→１BASE」内のチャレンジショップの第２号店舗
「ママとこcafe」と、「まちなか・商店街活性化」に関する取り組みをご紹介します。

　今年６月１日、利根町チャレンジショップに第２号店舗と
してオープンした「ママとこcafe」は、「小さな子ども連れ
でもくつろげるカフェ」をコンセプトにしたお店です。
　オーナーの黒澤七緒さんは、元看護師で２人の子どもの子
育て真っ最中のママ。自分の経験から、「育児をしていて家
にも外にも心が休まる場所がなかった。同じ思いをしている
ママたちが来てくれるようなお店を作りたい。」との思いか
ら、利根町チャレンジショップへの出店を決意しました。
　木をふんだんに使った店の内装や装飾品は、パパがコツコ
ツとDIYで制作したもの。こうしたオープンまでのプロセス
を逐一SNSで発信していたこともあり、オープン初日から、
噂を聞きつけた小さな子ども連れのママたちが、町内外から
訪れています。
【住　　所】茨城県北相馬郡利根町布川 2115-105
　　　　　  利根ニュータウン商店会内
　　　　　  とねまち０→１BASE  １階
【営業日時】月・火・金・土　10：00 ～ 14：00　

●ランチメニュー （ドリンク、 ミニデザート付）

・ 野菜たっぷりランチプレート　　 　 1,300 円

・ オリジナルスパイスカレー         　　  1,300 円

●キッズメニュー （ドリンク、 ミニデザート付）　

・ 国産小麦のうどん　　　　 　　　　　　　400 円

・ 国産小麦のパンケーキ　　　　　　　　　400 円

・ 味噌焼きおにぎりプレート　　　　　　　400 円

・ お子さまスパイスカレー　　　　　　　　400 円

●ドリンク、 デザートもご用意しています

●＠mamatoko_cafe　

Menu

Instagram

とねまち起業塾
町内で起業・創業を目指す人が対象

の「とねまち起業塾」を、全6回のプ

ログラムで開催し、2021年度は1期

生6名、2022年度は2期生6名が卒

業しました。第1期卒業生の中には、

町内の空き店舗を利用して2023年

1月に「手作り点心の店Syun358．」

をオープンした人もいます。

町内に増加している空き店舗の利活

用を促進するため、空き店舗所有者

と空き店舗を利用して商売を始めた

い方とのマッチングを行う「空き店舗

バンク制度」を創設しました。

起業塾やチャレンジショップ卒業生の

受け皿としても活用できるよう登録

物件の増加を目指しています。

まちづくりに興味関心がある若者た

ちが集まって発足した若者会議「とね

まち未来ラボ」は、定期的にセミナー

やワークショップを開催しています。

とねまち０→１BASE改修工事ではメ

ンバーが解体や壁塗りなどを実施。

若者目線で楽しく町の魅力を紹介す

る「…とねっ？…とねっ！め～ぐる

map」はメディアにも紹介され大好

評です。（P.9に一部分掲載）

今年の10月には、「一箱古本市」の開

催を予定しています。

とねまち未来ラボ空き店舗バンク

わがまちの創業支援  　－利根町－わがまちの創業支援  　－利根町－
このコーナーでは、「支店長のわがまち紹介」で取材させていただいた市町村の施策や事業、取り組み
などを紹介しています。

外観 作業中のオーナー黒澤七緒さん 子ども連れでくつろげます

コミュニティ・スクール 

学校教育においては、2023年度からはじまっ
た一小一中というコンパクトな環境を強みとし
て、町民一丸となって子どもたちを支える体制づ
くりを目指します。

本町では、これまでも保護者や地域の皆様の協
力のもと、児童生徒の安全管理や学校環境の整備、
様々な学習活動などを通して、地域に根付いた学
校づくりを進めてきました。この地域と学校の良
好な関係を継続し、さらに一小一中という強みを
活かすため、2024年４月から利根町立利根小学
校及び利根中学校を一つのコミュニティ・スクー
ルとし、地域の皆様とともに学校づくりを進める
ための協議組織である学校運営協議会を一つ設立
する予定です。小中学校を統括する協議会とする
ことで、小中一貫の質の高い学校教育を提供する
ための協議が行えるようにします。

なお、利根小学校と利根中学校とは約3㎞離れ
ていますが、すでに相互にオンラインで結んだ交
流などが実施されていて一体で活動する素地はで
きており、コミュニティ・スクールとしての運営
に問題はないと考えています。

今年度は、学校長経験者をコミュニティ・ス
クール指導員として任用し、この協議会の規則等
の整備、各種広報活動、準備委員会の組織づくり
などを実施します。さらに、協議会委員の公募、
コミュニティ・スクールを支える地域人材のデー
タバンク化、学校サポート活動の計画づくりなど
の準備を進めます。

学校の跡地利用

本町は2008年度に小学校5校を3校に統合し、
さらに、2023年度から1校に統合しました。そ
のうちの旧東文間小学校の跡地は廃校となった
後、現在も具体的な利活用案がない状況です。

2023年4月に廃校となった旧文小学校および
旧文間小学校ではその轍を踏まないよう、統合が
決定した2021年7月に利根町学校跡地利活用検
討委員会を立ち上げて利活用について検討を進め
てきました。

その甲斐あって、旧文間小学校は総合教育セン
ターを中核とした教育・学習支援施設として、旧
文小学校は町民のための健康増進施設や子育て世
帯の支援・交流の施設、町内外から人が集まる施
設の機能を持つ複合施設として活用する方針が決
まっています。

学校跡地の活用とeスポーツの推進
旧文小学校で予定している「町内外から人が集

まる施設」では、eスポーツを通じたコミュニティ
の形成を想定した活用も検討しています。若い世
代の集客、地域や年齢を超えた交流等、様々な効
果が見込まれ、地域の活性化や本町のイメージ
アップが期待されます。

eスポーツ導入検討のきっかけは町の若手職員
からの提案です。本町では、入庁3年目まで（コ
ロナ禍以降は5年目まで）の若手職員が、まちづ
くりのアイデアを1年かけて研究しており、優れ
たアイデアは実際に施策として実行しています。
先進好事例等を積極的に視察することも推奨して
おり、若手職員とともに、私もNTTe-City Laboを
視察し、eスポーツで地域に新しい賑わいを生み
出す可能性を体験しました。

さらに、茨城県も「いばらきeスポーツ産業創
造プロジェクト推進協議会」を設置し、県、企業、
学校、市町村等が連携、協力してeスポーツの振
興と産業化に取り組んでいます。本町もこの協議
会に2022年11月に入会し、eスポーツ事業に係
る情報収集や機器のレンタルのサポートを受けら
れる体制を構築しました。

今年度は、町民へ「eスポーツ推進基礎調査」
アンケートや、関係団体へのヒアリング、先進事
例の調査を実施し、当町におけるeスポーツに係
るニーズや課題の分析を行い、具体的な施策を前
向きに検討していきます。

筑波銀行に期待すること

本町は、自治本来の姿に立ち返った町民主役の
まちづくりを進めるため、自治基本条例「利根町
みんなのまち基本条例」を施行しました。また、
2023～2024年度の2年間をかけて、総合振興計
画後期基本計画とまち・ひと・しごと総合戦略を
一体とした計画および地域公共交通計画を策定し
ます。地域公共交通計画は、持続可能な公共交通
体系構築に向け、県や流通経済大学と連携し、公
募した町民も交えて審議していきます。今後も、
まちの活性化、魅力度・認知度向上に向けた取り
組みを実施し、なお一層の子育て世代の移住・定
住に取り組んでいきます。

筑波銀行には、本町の施策に合致した住宅ロー
ンなどの金融商品の提案や制度の周知、イベント
の後援など本町の取り組みへの積極的な協力を期
待しています。

（取材日：2023年6月27日）
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ママとこcafe

利根町では、地域商業の担い手となる若い起業家の発掘と育成を目的に、さまざまな創業支援を推進しています。
その中から、利根町が運営するインキュベーション施設「とねまち０→１BASE」内のチャレンジショップの第２号店舗
「ママとこcafe」と、「まちなか・商店街活性化」に関する取り組みをご紹介します。

　今年６月１日、利根町チャレンジショップに第２号店舗と
してオープンした「ママとこcafe」は、「小さな子ども連れ
でもくつろげるカフェ」をコンセプトにしたお店です。
　オーナーの黒澤七緒さんは、元看護師で２人の子どもの子
育て真っ最中のママ。自分の経験から、「育児をしていて家
にも外にも心が休まる場所がなかった。同じ思いをしている
ママたちが来てくれるようなお店を作りたい。」との思いか
ら、利根町チャレンジショップへの出店を決意しました。
　木をふんだんに使った店の内装や装飾品は、パパがコツコ
ツとDIYで制作したもの。こうしたオープンまでのプロセス
を逐一SNSで発信していたこともあり、オープン初日から、
噂を聞きつけた小さな子ども連れのママたちが、町内外から
訪れています。
【住　　所】茨城県北相馬郡利根町布川 2115-105
　　　　　  利根ニュータウン商店会内
　　　　　  とねまち０→１BASE  １階
【営業日時】月・火・金・土　10：00 ～ 14：00　

●ランチメニュー （ドリンク、 ミニデザート付）

・ 野菜たっぷりランチプレート　　 　 1,300 円

・ オリジナルスパイスカレー         　　  1,300 円

●キッズメニュー （ドリンク、 ミニデザート付）　

・ 国産小麦のうどん　　　　 　　　　　　　400 円

・ 国産小麦のパンケーキ　　　　　　　　　400 円

・ 味噌焼きおにぎりプレート　　　　　　　400 円

・ お子さまスパイスカレー　　　　　　　　400 円

●ドリンク、 デザートもご用意しています

●＠mamatoko_cafe　

Menu

Instagram

とねまち起業塾
町内で起業・創業を目指す人が対象

の「とねまち起業塾」を、全6回のプ

ログラムで開催し、2021年度は1期

生6名、2022年度は2期生6名が卒

業しました。第1期卒業生の中には、

町内の空き店舗を利用して2023年

1月に「手作り点心の店Syun358．」

をオープンした人もいます。

町内に増加している空き店舗の利活

用を促進するため、空き店舗所有者

と空き店舗を利用して商売を始めた

い方とのマッチングを行う「空き店舗

バンク制度」を創設しました。

起業塾やチャレンジショップ卒業生の

受け皿としても活用できるよう登録

物件の増加を目指しています。

まちづくりに興味関心がある若者た

ちが集まって発足した若者会議「とね

まち未来ラボ」は、定期的にセミナー

やワークショップを開催しています。

とねまち０→１BASE改修工事ではメ

ンバーが解体や壁塗りなどを実施。

若者目線で楽しく町の魅力を紹介す

る「…とねっ？…とねっ！め～ぐる

map」はメディアにも紹介され大好

評です。（P.9に一部分掲載）

今年の10月には、「一箱古本市」の開

催を予定しています。

とねまち未来ラボ空き店舗バンク

わがまちの創業支援  　－利根町－わがまちの創業支援  　－利根町－
このコーナーでは、「支店長のわがまち紹介」で取材させていただいた市町村の施策や事業、取り組み
などを紹介しています。

外観 作業中のオーナー黒澤七緒さん 子ども連れでくつろげます

コミュニティ・スクール 
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